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【おもな内容】
○ 第２６期甲府市農業委員及び
　　　第４期農地利用最適化推進委員の紹介 ………………
○ 第１６期農地銀行推進員の紹介 …………………………………
○ 甲府市への意見書に対する回答 …………………………………
○ お知らせ・編集後記 ………………………………………………

令和８年９月　第８８号
発行
住所

電話

ＦＡＸ
編集

甲府市農業委員会
〒 400-8585
山梨県甲府市丸の内一丁目18番1号
０５５－２３７－１１６１（内線 7344）
０５５－２３７－５８９２（直通）
０５５－２２７－８０６５
甲府市農業委員会だより
編集委員会

玉諸地区で新たな動きが !?ブドウ栽培を探求するガールズグループ発足の時が迫る !
　玉諸地区でブドウの品質や生産性の向上を目指し、講習会への積極的な参加や意見交換を行うガールズグループが活動を開始しました。
　グループ名はまだこれから決まるそうなので、どんな名前になるか楽しみです。今後の活躍に期待が高まりますね。
　（※グループの活動にご興味のある方は最終ページをご覧ください。）

２・３
４
５
６



（2）令和８年９月　　第８８号 甲府市農業委員会だより

　
農
業
委
員
会
は
「
農
業
委
員
」

と

「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
　
長　
　
　

     

柿
嶋
　
　
敦

会
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　
　

菊
島
　
　
建

　
　
　
　
　
　
　

中
澤
　
千
尋

北
ブ
ロ
ッ
ク
長　

   

依
田
　
　
強

中
ブ
ロ
ッ
ク
長　

   

越
石
　
和
昭

南
ブ
ロ
ッ
ク
長　

   

佐
々
木
茂
隆

運
営
委
員　
　
　

   

坂
田
　
好
保

　
　
　
　
　
　
　

萩
原
　
哲
也

　
　
　
　
　
　
　

長
田
　
通
夫

委  

員  

長　
　
　

 

佐
野
　
　
満

副
委
員
長　
　
　

 
石
槗
　
晴
夫

　
　
　
　　
　
　

 

米
山
　
英
樹

運
営
委
員　
　
　

   

戸
澤
　
光
男

　
　
　
　
　
　
　

大
森
　
由
彦

　
　
　
　
　
　
　

若
尾
　
忠
昭

●�

農
地
に
関
す
る
賃
借･

売
買

･

転
用
の
許
可
等
の
審
議

●�

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
に
関
す
る
指
針
の
策
定

●�

毎
月
の
総
会
・
各
種
会
議
へ

の
出
席
及
び
現
地
調
査

●��

農
地
利
用
の
最
適
化
の
た
め

の
現
場
活
動

　

・�

担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
の

集
積
・
集
約
化

　

・�

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
や

解
消

　

・�

新
規
就
農
者
、
企
業
参
入

等
の
指
導

・
助
言

●�

各
種
会
議
へ
の
出
席

（
総
会
、

委
員
会
等
）

　

農
地
の
貸
借
や
証
明
書
の
発

行
に
必
要
と
な
る
情
報
の
更
新

の
た
め
、
毎
年
、
農
地
台
帳
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
の
上
旬
に
調
査
票
が
届
い

た
方
は
、
現
在
の
状
況
を
ご
記

入
の
う
え
、
指
定
の
期
日
ま
で
に

返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎ 

（２
３
７
）
５
８
９
２

　

市
内
に
は
雑
草
や
雑
木
が
繁

茂
し
て
い
る
農
地
が
あ
り
、
周
辺

の
農
地
や
住
民
の
方
々
に
大
変

迷
惑
が
か
か
り
ま

す
。
除
草
な
ど
の

適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

９
月
に
、
市
内
の
全
農
地

を
対
象
に
現
地
調
査
を
行
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

 

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎

（２
３
７
）
５
８
９
２

第
26
期 

農
業
委
員

新
し
い
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
紹
介

農
業
委
員
の
主
な
活
動

農
地
の
適
正
な
管
理
を

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
主
な
活
動

農
地
利
用
状
況
調
査

農
地
利
用
状
況
調
査

農
地
台
帳
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

第
4
期 

農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
府
市
農
業
委
員
会  

会
長

　
　
　	

　
柿
　
嶋
　
　
　
敦
　

　

農
業
委
員
会
の
会
長
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
会
長
職
の
再
任
を
拝
命
し
、
改
め
て
重
責
に
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
農
業
委
員
並
び
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
一
丸
と
な
り
、
地
域
農
業
の
振
興
や
農
地
利
用
の
最
適
化
の

推
進
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減
少
・少
子
高
齢
化
や
、

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、
激
甚
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
と
い
っ
た
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
農
業
に
つ
き
ま
し
て
、
直
近
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
も
現
れ
て
い

る
と
お
り
、
全
国
数
値
と
同
様
、
本
市
に
お
い
て
も
農
業
経
営
体
数

や
基
幹
的
農
業
従
事
者
数
は
減
少
し
て
お
り
、
ま
た
、
経
営
耕
地
面

積
の
減
少
や
遊
休
農
地
の
増
加
に
加
え
、
昨
今
の
社
会
情
勢
に
起
因

す
る
資
材
や
燃
料
等
の
価
格
高
騰
な
ど
、
一
段
と
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
「担

い
手
へ
の
農
地
等
の
利
用
の
集
積
・
集
約
化
」
、
「
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・解
消
」
及
び
「
農
業
へ
の
新
規
参
入
の
促
進
」
の
活
動
を
中
心
と
し
、

先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
本
市
農
業
の
優
位
性
を
次
の
世
代
に

引
継
ぐ
た
め
、
「
半
農
半
Ｘ
」
な
ど
の
多
様
な
担
い
手
確
保
や
、
鳥
獣

害
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
防
止
、
農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
に
資
す

る
活
動
な
ど
に
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
本
市
農
業
の
振
興
と
持
続
可
能
な
発
展
の

た
め
、
皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
、
農
業
に
関
わ
る
全
て
の
方
の
ご
活
躍
、
ご
健
勝
を
祈
念
申

し
上
げ
、
会
長
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
26
期
農
業
委
員
会

　
　
　
　
会
長
就
任
あ
い
さ
つ



（3） 令和８年９月　　第８８号甲府市農業委員会だより

千代田・千塚

田
た の ぐ ち

野口　悦
よしやす

倍
ＴＥＬ２５１－８０１７

相川・池田・貢川

中
なかざわ

澤　千
ち ひ ろ

尋
ＴＥＬ２５３－４４０７

里垣

坂
さ か た

田　好
よしやす

保
ＴＥＬ２３３－５９２５

甲運

依
よ だ

田　　強
つよし

ＴＥＬ２２７－２７８７

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

玉諸

宮
みやがわ

川　千
ち お り

織
ＴＥＬ２３５－９５５６

玉諸

松
ま つ き

木　一
かずゆき

幸
ＴＥＬ２３５－４６５０

大里・国母

菊
きくしま

島　　建
たつる

ＴＥＬ２４１－２７５９

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

白井

角
つ の だ

田　信
のぶひろ

弘
ＴＥＬ２６６－２８２６

上曽根

三
み う ら

浦　圭
けいすけ

介
ＴＥＬ ０９０－１６１０－１８０３

下曽根

後
ご と う

藤　和
か ず ま さ

正
ＴＥＬ２６６－２６３７

右左口・上九

柿
かきしま

嶋　　敦
あつし

ＴＥＬ２６６－４０００

右左口・上九

佐
さ さ き

々木　茂
しげたか

隆
ＴＥＬ２６６－３１８３

滝川

飯
いいより

寄　裕
ひ ろ し

志
ＴＥＬ２６６－５０１６

下向山

長
お さ だ

田　通
み ち お

夫
ＴＥＬ２６６－３７４７

千代田

石
いしばし

𣘺　晴
は る お

夫
ＴＥＬ２５１－８６４３

相川

戸
と ざ わ

澤　光
み つ お

男
ＴＥＬ２５３－１２９３

里垣

前
まえじま

島　育
い く お

男
ＴＥＬ２３３－６３４８

甲運

松
ま つ し め

七五三　敏
としひろ

博
ＴＥＬ２３５－０２６３

甲運

小
こばやし

林　茂
し げ き

樹
ＴＥＬ２２６－６８３６

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

玉諸

川
かわすみ

隅　晃
あきひこ

彦
ＴＥＬ０９０－９３０８－２９２６

玉諸

鷹
た か の

野　幸
ゆ き お

雄
ＴＥＬ２３７－１２６３

山城

大
おおもり

森　由
よしひこ

彦
ＴＥＬ２４１－２９９６

山城

佐
さ の

野　　満
みつる

ＴＥＬ２４１－２０９１

山城

京
きょうしま

嶋　　哲
さとし

ＴＥＬ２４１－４３７０

大里

向
むこうやま

山　茂
し げ み

美
ＴＥＬ２４１－２０５４

中道北

宮
みやざわ

澤　昌
まさふみ

文
ＴＥＬ２６６－６３６３

中道北

米
よねやま

山　英
ひ で き

樹
ＴＥＬ２６６－２８３４

中道北

若
わ か お

尾　忠
ただあき

昭
ＴＥＬ２６６－２２６４

中道南・上九

渡
わたなべ

邊　美
み き お

喜男
ＴＥＬ２６６－３４０８

中道南・上九

長
お さ だ

田　当
まさただ

正
ＴＥＬ２６６－３９２４

中道南・上九

山
やました

下　実
み ね お

根夫
ＴＥＬ２６６－３６４８

第26期 甲府市農業委員 第４期 甲府市農地利用最適化推進委員
農 業 委 員　19名

農地利用最適化推進委員　17名

北ブロック

北ブロック

中ブロック

南ブロック

南ブロック

中ブロック

山城

遠
えんどう

藤　　武
たけし

ＴＥＬ２４１－３７３３

山城

萩
はぎはら

原　哲
て つ や

也
ＴＥＬ２４１－３２７４

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

地区

名前　
ＴＥＬ０００－００００

山城

越
こしいし

石　和
かずあき

昭
ＴＥＬ２４１－２７５３

山城

廣
ひ ろ せ

瀬　良
りょうた

太
ＴＥＬ２４２－６１６６

山城

小
こばやし

林　正
まさのり

徳
ＴＥＬ２４１－２８４８

※敬称略



（4）令和８年９月　　第８８号 甲府市農業委員会だより

　
第
16
期
農
地
銀
行
推
進
員
が
、

令
和
８
年
７
月
31
日
か
ら
３
年

間
の
任
期
で
、
次
の
と
お
り
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
担
当
地
区
の
農
地
銀
行
推

進
員
に
は
、
農
地
の
結
び
付
け

活
動
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

第
16
期
農
地
銀
行
推
進
員

敬
称
略

（町
名
等
）

  

里
垣
地
区  

　
前
島　

育
男

（東
光
寺
）

　
萩
原　
　

滋

（善
光
寺
）

　
坂
田　

好
保

（酒
折
）

 

甲
運
地
区 

　
依
田　
　

強

（
横
根
）

　
山
本　

俊
一

（
横
根
）

　
武
川　

誉
志
人

（
横
根
）

　
松
澤　
　

明

（
横
根
）

　
杉
原　

正
芳

（桜
井
）

　
松
七
五
三　

敏
博

（桜
井
）

　
望
月　

典
雄

（川
田
）

　
小
林　

茂
樹

（川
田
）

　
小
松　

芳
彦

（和
戸
）

　
寉
田　
　

勝

（和
戸
）

 

相
川
地
区 

　
保
坂　

敬
夫

（上
積
翠
寺
）

　
帶
金　

正
則

（下
積
翠
寺
）

　
戸
澤　

光
男

（古
府
中
）

　
中
澤　

千
尋

（塚
原
）

 

千
代
田
地
区 

　
神
宮
司　

幸
弘

（上
帯
那
）

　
田
野
口　

悦
倍

（下
帯
那
）

　
石
𣘺　

晴
夫

（平
瀬
）

 

玉
諸
地
区  



　
松
木　

一
幸

（蓬
沢
）

　
萩
原　

靖
彦

（西
高
橋
）

　
中
山　

辰
人

（七
沢
）

　
宮
川　

千
織

（上
阿
原
）

　
鷹
野　

幸
雄

（上
阿
原
）

　
川
隅　

晃
彦

（向
）

　
落
合　

洋
子

（国
玉
）

　
市
川　

文
男

（国
玉
）

 

大
鎌
田
地
区 

　
櫻
林　

健
造

（宮
原
・
堀
之
内
）

　
石
原　

啓
太

（
高
室
）

 

二
川
地
区 

　
菊
島　
　

建

（西
下
条
）

　
向
山　

茂
美

（大
津
）

 

山
城
地
区 

　
萩
原　

豪
人

（下
小
河
原
）

　
京
嶋　
　

哲

（上
）

　
關
野　
　

登

（上
）

　
萩
原　

哲
也

（増
坪
）

　
石
原　

正
章

（増
坪
）

　
坂
本　
　

康

（小
瀬
）

　
越
石　

和
昭

（上
今
井
）

　
鶴
味　

修
一

（下
鍛
冶
屋
）

　
小
林　

正
徳

（落
合
）

　
大
森　

由
彦

（落
合
）

　
遠
藤　
　

武

（西
油
川
）

　
佐
野　
　

満

（下
今
井
・
小
曲
）

　
前
原　
　

政

（中
）

　
久
保
島　

平

（東
下
条
）

 
中
道
北
地
区 

　
角
田　

信
弘

（白
井
）

　
米
山　

英
樹

（白
井
）

　
後
藤　

和
正

（下
曽
根　

東
）

　
後
藤　

良
仁

（下
曽
根
中
・
北
）

　
宮
澤　

昌
文

（下
曽
根　

西
）

　
三
浦　

圭
介

（上
曽
根　

文
殊
）

　
若
尾　

忠
昭

（上
曽
根　

下
区
・
中
村

）

　
芦
沢　

喜
嗣

（上
曽
根　

宮
下
）

 

中
道
南
地
区 

　
佐
々
木　

茂
隆
（右
左
口　

宿
）

　
柿
嶋　
　

敦

（右
左
口　

七
覚
）

　
山
下　

実
根
夫
（右
左
口　

善
藤
）

　
渡
邊　

美
喜
男

（心
経
寺
）

　
池
谷　

幸
男

（中
畑
）

　
飯
寄　

裕
志

（上
向
山
）

　
長
田　

通
夫

（下
向
山　

金
沢
）

　
長
田　

当
正

（下
向
山　

佐
久
・
松
本

）

 

上
九
一
色
地
区 

　
河
野　
　

彰

（梯
・
古
関
）

　
　
　
　      

農
地
銀
行
推
進
員

農
地
銀
行
推
進
員

　
　
　
　
　
新
体
制
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
新
体
制
に
つ
い
て

第
16
期

甲府市農業委員会が
「農林水産大臣表彰」を受賞しました

／ 農業委員会の活動が高く評価されて／

お知らせ

　甲府市農業委員会は、県内で唯一、農地の

借り手と貸し手の結び付けを行う「農地銀行」

制度を立ち上げ、その活動は 40年以上にわ

たり、また女性委員の登用を積極的に行うな

ど、長年地域農業の推進を図っていることが

高く評価され、このたび「農林水産大臣賞」

を受賞しました。今後も農業委員会活動にご

理解とご協力をよろしくお願いします。
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甲
府
市
へ
の

甲
府
市
へ
の

意
見
書
に
対
す
る
回
答

意
見
書
に
対
す
る
回
答

　
農
業
委
員
会
に
お
い
て
、
令

和
７
年
10
月
１
日
、
市
に
提
出

し
た
農
業
行
政
施
策
に
関
す
る

意
見
書
の
回
答

（
※
一
部
内
容

を
要
約
し
て
い
ま
す
。）

１
．
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

【意
見
書
】

　
有
害
鳥
獣
被
害
は
、
農
業
収

入
の
減
少
や
生
産
意
欲
が
失
わ

れ
る
と
と
も
に
農
地
の
遊
休
化

に
つ
な
が
る
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
安
心
し
て
農

業
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
農

業
の
永
続
的
な
発
展
に
つ
な
げ

る
た
め
、
①
詳
細
な
被
害
状
況

を
調
査
し
、
そ
の
行
動
範
囲
等

を
正
確
に
把
握
し
た
上
で
、
専

門
家
の
意
見
を
取
入
れ
る
な
ど
、

小
動
物
を
含
む
新
た
な
減
少

対
策
の
実
施
、
②
電
気
柵
等
の

被
害
防
除
用
施
設
の
設
置
に
対

す
る
支
援
の
拡
充
、
③
カ
ラ
ス

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
猟

友
会
や
農
家
と
連
携
し
た
定
期

的
な
追
払
い
の
更
な
る
実
施
や
、

鳥
獣
被
害
対
策
に
お
け
る
専
門

家
に
よ
る
講
習
会
の
実
施
を
要

望
す
る
。

【
市
の
回
答
】

　

本
市
の
有
害
鳥
獣
被
害
は
、

地
域
農
業
の
持
続
性
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
深
刻
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

①
被
害
状
況
の
把
握
と
対
策
は
、

被
害
報
告
後
、
現
地
を
確
認
す

る
な
ど
、
速
や
か
に
実
態
把
握

に
努
め
る
と
共
に
猟
友
会
と
連

携
し
、
捕
獲
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
も
速
や
か
に

被
害
状
況
や
生
息
状
況
、
行
動

範
囲
を
調
査
し
、
県
や
専
門
機

関
の
助
言
も
取
入
れ
、
効
果
的

な
対
策
を
図
る
と
共
に
、
隠
れ

家
と
な
る
耕
作
放
棄
地
の
解
消

に
向
け
た
取
組
も
併
せ
て
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
電
気
柵
等
の
被
害
防
除
施
設

へ
の
支
援
は
、
自
己
防
衛
に
よ
る

被
害
防
止
が
極
め
て
重
要
と
の

認
識
の
も
と
、
農
業
者
が
設
置

す
る
被
害
防
除
施
設
に
対
す
る

支
援
の
拡
充
を
図
り
、
活
用
し

や
す
い
支
援
制
度
と
な
る
よ
う

努
め
、
被
害
防
止
対
策
の
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

③
カ
ラ
ス
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
も
関
係
団
体
と
連
携

し
、
追
払
い
の
実
施
や
研
修
会

を
開
催
し
、
捕
獲
対
策
と
防
除

対
策
の
両
面
か
ら
安
心
し
て
営

農
に
取
組
め
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
農
業
セ
ン
タ
ー
の
大
型
農

機
具
の
貸
出
に
つ
い
て

【意
見
書
】

　

新
規
就
農
者
の
多
く
は
、
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
大
型
農
機
具

の
運
搬
に
必
要
な
ト
ラ
ッ
ク
が

無
い
た
め
、
大
型
農
機
具
の
貸

出
促
進
の
運
搬
支
援
に
つ
い
て

要
望
す
る
。

【市
の
回
答
】

　

本
市
は
新
規
就
農
者
の
相

談
・
技
術
研
修
・
農
地
確
保
・

資
金
援
助
ま
で
包
括
的
な
支
援

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

一
つ
で
あ
る
農
機
具
貸
出
制
度

で
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
載
可
能

な
農
機
具
の
貸
出
し
に
お
い
て
、

利
用
が
増
加
し
て
い
る
と
捉
え
て

お
り
ま
す
。

　

本
制
度
に
お
け
る
農
機
具
の

貸
出
し
や
運
搬
は
、
農
機
具
の

適
正
な
管
理
と
利
用
に
お
け
る

責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
、
ご

利
用
い
た
だ
く
方
に
も
一
定
の

負
担
や
管
理
責
任
が
生
じ
る
仕

組
み
と
し
て
運
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
機
械
の
運
搬
は
借

受
人
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
運
搬
支
援
の
ニ
ー
ズ

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
注
視
し

て
ま
い
り
ま
す
。

３
．
農
業
用
取
水
堰
の
整
備
に

つ
い
て

【意
見
書
】

　

山
城
地
区
の
農
地
へ
取
水
す

る
重
要
な
役
割
を
担
う

「
増
坪

堰
」
の
堰
板
の
設
置
等
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
命
綱
を
頼
り
に
人

が
一
級
河
川
で
あ
る
平
等
川
に

入
り
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
非

常
に
危
険
な
状
態
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
降
雨
時
に
お
い
て
も
氾

濫
し
な
い
、
可
動
堰
の
設
置
等
、

安
全
な
取
水
作
業
が
で
き
る
堰

の
整
備
に
つ
い
て
、
昨
年
に
引
き

続
き
要
望
す
る
。

【市
の
回
答
】

　

増
坪
堰
は
、
山
城
地
区
の
農

業
用
水
を
確
保
す
る
た
め
の
取

水
施
設
で
、
地
域
農
業
を
維

持
し
て
い
く
上
で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
管
理
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

取
水
作
業
や
水
位
調
整
が
容

易
に
で
き
る
堰
の
整
備
は
、
こ
れ

ま
で
の
経
緯
も
踏
ま
え
、
よ
り

効
果
的
に
作
業
の
安
全
が
確
保

で
き
る
施
設
と
し
て
改
修
で
き

る
よ
う
、
県
と
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
地
域
と
の
連
携

に
よ
る
維
持
管
理
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４
．
公
図
が
無
い
地
域
に
お
け

る
地
図
の
作
成
に
つ
い
て

【意
見
書
】

　

公
図
が
無
い
地
域

（
桜
井
町
、

横
根
町
、
善
光
寺
町
の
各
一
部
）

の
農
地
は
、
生
産
性
が
高
い
優

良
農
地
で
あ
り
、
意
欲
あ
る
就

農
者
が
多
い
が
、
地
図
が
無
い

こ
と
か
ら
農
地
を
借
り
た
く
て

も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ず
、
各

地
域
が
目
指
す

「
地
域
計
画
」

の
実
現
が
困
難
か
つ
、
将
来
に

亘
り

「
守
る
べ
き
農
地
」
が
明

確
化
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
た

め
、
地
域
農
業
の
発
展
と
持
続

可
能
な
産
地
の
形
成
を
図
る
た

め
、
公
図
の
早
期
作
成
を
引
続

き
要
望
す
る
。

【市
の
回
答
】

　

公
図
が
無
い
地
域
の
公
図
の

早
期
作
成
は
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
や
課
題
等
を
整
理
し
、
法
務

局
、
県
の
機
関
と
協
議
を
進
め
、

地
図
作
成
に
向
け
た
道
筋
が
つ

け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

５
．
農
業
施
設
原
材
料
支
給
に

つ
い
て

【意
見
書
】

　

「
農
業
施
設
原
材
料
支
給
」

の
支
援
に
つ
い
て
は
迅
速
な
対

応
を
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て

い
る
が
、
支
給
制
限
が
あ
る
た

め
、
場
所
に
よ
っ
て
は
数
年
か
か

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
よ
り
多
く

の
方
が
利
用
で
き
る
予
算
の
拡
充

を
要
望
す
る
。

【市
の
回
答
】

　

ご
要
望
を
元
に
、
可
能
な
限
り

予
算
を
調
整
し
な
が
ら
支
給
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

令
和
８
年
度
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農
作
業
中
の
事
故
が
増
加
し

て
お
り
ま
す
。

　

特
に
農
作
業
用
機
械
に
よ
る

事
故
は
、
死
亡
事
故
に
繋
が
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、
農
作
業

の
前
に
、
必
ず
安
全
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
、
作
業
中
は

「
焦
ら
ず
、

急
が
ず
、
慎
重
に
」
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

地
産
地
消
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
本
市
農
林
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
第
51
回
甲
府
市
農

林
業
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

〇
行
政
相
談
・
支
援

「
農
業
委

員
会
相
談
」
、
「
栽
培
管
理

技
術
相
談
」
、
「
新
規
就
農

者
販
売
支
援
」

〇
普
及
啓
発

「
農
林
水
産
施
策

Ｐ
Ｒ
」
、
「
農
業
機
械
展
示
」
、

「
食
育
Ｐ
Ｒ
」
、
「
野
生
動
物

に
つ
い
て
の
展
示
」

〇
農
産
物
等
即
売

「
米

・
野

菜
・
果
樹
・
花
・
緑
花
木
」
、

「
静
岡
県
牧
之
原
の
海
産
物
」
、

「
和
菓
子
」
、
「
甲
州
地
ど
り
」
、

「つ
き
た
て
餅
」
等

〇
イ
ベ
ン
ト

「野
菜
つ
り
」

●
日
時

　

10
月
24
日

（土
）

　

午
前
９
時 

～ 

午
後
４
時

●
会
場

　

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

※
第
36
回
甲
府
大
好
き
ま
つ
り

と
同
時
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

「
水
路
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
て
道

路
や
周
辺
土
地
が
浸
水
し
て
い

る
」
と
い
っ
た
通
報
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
突

然
の
大
雨
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
、

そ
の
多
く
が
農
業
用
水
路
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
水
田
に
取
水

す
る
た
め
の
堰
板
や
水
路
に
設

置
し
て
い
る
水
門
の
適
正
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
た
め
池
の
管
理
に
つ
い

て
も
、
出
水
期
を
前
に
再
度
点

検
を
し
て
い
た
だ
き
、
災
害
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
増
水
し
た
用
排
水
路

は
非
常
に
危
険
で
す
の
で
決
し
て

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
考
案
し
た
旬

の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
の
レ
シ
ピ

を

「
旬
の
ベ
ジ
フ
ル
通
信
」
と
し

て
発
信
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ

さ
い
。

　

農
業
は
、
洪
水
や
土
砂
崩
れ

の
防
止
、
自
然
環
境
の
保
全
、

良
好
な
景
観
の
形
成
な
ど
多

目
的
な
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

こ
の
多
目
的
機
能
が
適
切
に
維

持
・
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
地
域

に
お
け
る
農
道
や
水
路
の
維
持

管
理
な
ど
の
地
域
の
共
同
活
動

に
か
か
る
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

●
交
付
金
は
、
地
域
で
話
し
合

い
の
う
え
組
織
づ
く
り
や
計

画
づ
く
り
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
あ
っ
た
取
組
に

活
用
で
き
ま
す
。

●
農
地
法
面
の
草
刈
り
、
水
路

の
泥
上
げ
、
農
道
の
路
面
維

持
、
農
業
用
施
設
の
点
検
、

水
路
・
農
道
・
た
め
池
の
軽

微
な
補
修　

な
ど

　

農
地
転
用
と
は
、
農
地
に
住

宅
や
倉
庫
等
を
建
築
し
た
り
、

資
材
置
場
や
駐
車
場
、
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
な
ど
、
農
地

を
農
地
以
外
の
用
途
に
変
更
す

る
こ
と
で
す
。

　

農
地
転
用
を
行
う
場
合
に
は

農
地
法
に
基
づ
く
許
可
申
請
や

届
出
が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
を
せ
ず
に
農
地
の
転

用
を
行
う
と
、
農
地
法
違
反
と

な
り
、
原
状
回
復
命
令
や
、
罰

則
が
科
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
農
地
転
用
の
で
き
な
い
農
地

も
あ
り
ま
す
の
で
、
農
地
の

転
用
を
予
定
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
各
種
申
請
及
び
届
出

の
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

活
動
に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
こ

ち
ら
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

山
梨
み
ら
い
農
業
協
同
組
合

玉
諸
地
区
運
営
委
員
会

委
員
長　

小
野

☎
０
９
０-

３
５
３
２-

５
７
７
０

　
若
い
夫
婦
が
来
ま
し
た
。
3

人
の
子
供
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

奥
さ
ん
も
ト
ラ
ク
タ
ー
を
颯
爽

と
乗
り
回
し
、
消
毒
は
二
人
で

ホ
ー
ス
を
持
ち
、
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
り
ま
す
。
畑
に
は
二
人

の
会
話
が
弾
み
、
村
に
は
子
ど

も
の
笑
い
声
、
泣
き
声
が
溢
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
村
も
捨
て
た
も

の
じ
ゃ
な
い
な
あ
…
。

編
集
委
員　

長
田　

通
夫

編

集

後

記

旬
の
野
菜
を
用
い
た

レ
シ
ピ
に
つ
い
て

多
目
的
機
能
支
払

交
付
金
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

表
紙
の
活
動
組
織
に
つ
い
て

農
作
業
時
の

事
故
防
止
に
つ
い
て

第
51
回
甲
府
市
農
林
業
ま
つ
り

就
農
支
援
課
か
ら

就
農
支
援
課
か
ら

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

農
政
課
か
ら

農
政
課
か
ら

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

か
ら
お
知
ら
せ

か
ら
お
知
ら
せ

 
☎︎ 
（
２
４
１
）
５
６
１
６

 

☎︎ 

（
２
９
８
）
４
８
３
３

 

☎︎ 

（
２
３
７
）
５
８
９
２

堰
板
や
水
門
の
適
正
管
理
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

農
地
を
農
地
以
外
に
利
用
す

る
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す

多
目
的
機
能
支
払
交
付
金

制
度
に
つ
い
て

支
援
対
象
と
な
る
主
な
活
動


